
(注)　(　)内は前年同期比較。

平成24年度決算の概要
（１）収支状況

　　　　　　　　☆平成24年度決算は、昨秋までの証券市場低迷の影響から営業・経常・当期純損益のいずれも
       　　　　　　前年同期の水準を若干下回ったが、第４四半期には貸借取引残高の増加を主因に業績が改善。
      　　　　　　 なお、当期純損益は、平成21年３月期にリーマンショックの影響から最終赤字を計上した後は、
      　　　　　　 ４期連続の黒字を確保。

3,435

1,586

3,464

1,249

2,957

935

3,050

1,100

0

1,000

2,000

3,000

4,000
百万円

22年度 23年度 24年度 (参考)H24.10.25
公表業績予想

営業収益・営業費用 営業収益

営業費用

3,265

309 290 400

0

200

400

600

800

1,000

22年度 23年度 24年度 (参考)H24.10.25
公表業績予想

当期純利益

百万円

(△507)

(△19)

△ 1,012

24

△ 11 △ 100

△ 1,200

△ 800

△ 400

0

400

22年度 23年度 24年度 (参考)H24.10.25
公表業績予想

営業利益・営業損失（△）

(△35)

百万円

△ 795

263 207 200

△ 800

△ 400

0

400

22年度 23年度 24年度 (参考)H24.10.25
公表業績予想

経常利益・経常損失（△）

百万円
(△55)

(△313)

-1-



(注)　１　残高は平均残高、（　）内は前年同期比較。
　　　 ２　証券レポの〔　〕は、株券レポ取引の平均残高を内書きで表示しております。
　　　 ３　貸借取引残高には、「貸借取引借入有価証券代り金」残高を含んでおります。

（２）資金運用残高

　　　　　　　　　☆年度平均運用残高は貸借取引、証券レポ、有価証券運用を中心に減少したものの、
　　　　　　　　　　 四半期別推移（次項表参照）をみると第４四半期における貸借取引の増加が顕著。
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（注）　１ 　残高は平均残高。
２ 　証券レポの〔　〕は、株券レポ取引の残高を内書きで表示しております。
３ 　貸借取引残高には、「貸借取引借入有価証券代り金」残高を含んでおります。

＜参考＞資金運用残高の四半期推移
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（注）　（　）内は前年同期比較。

（３）運用・調達利回り、利鞘

　　　　　  　　　　　　　☆調達利回りが横ばいで推移する中、運用利回りの低下から利鞘は縮小。
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(注)　１　（　）内は前年同期比較。
　　　 ２　証券レポの〔　〕は、株券レポ取引の利鞘収入を内書で表示しております。
　　　 ３　貸借取引の利鞘収入は、「貸借取引借入有価証券代り金」の利鞘収入を含んでおります。

（４）利鞘収入

　　　　　　　☆年度の利鞘収入は証券担保ローン、証券レポ、有価証券運用を中心に減収となったが、
　　　　　　　　 四半期別推移（次項表参照）をみると第４四半期には貸借取引を中心に増収に転じている。
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（注）　１ 　証券レポの〔　〕は、株券レポ取引の利鞘収入を内書で表示しております。

２ 　貸借取引の利鞘収入は、「貸借取引借入有価証券代り金」の利鞘収入を含んでおります。

＜参考＞利鞘収入の四半期推移

27

72

207

22

62

26

65

202

21

47

23

69

197

19

47

6

76

191

19

77

0

100

200

300

400

500

24年度第1四半期
会計期間

24年度第2四半期
会計期間

24年度第3四半期
会計期間

24年度第4四半期
会計期間

392

357363

貸借取引

証券担保ローン

証券レポ

百万円

金商業者向け

預金・有価証券
〔71〕

〔75〕 〔68〕
〔76〕

371

-6-



  純利益の前年同期の特殊要因（税金調整後５５２）を除いた実勢では54.1％の減益。

(注)　（　）内は前年同期比較。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　☆リスク管理態勢の充実に伴う証券担保ローンにかかる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　貸倒引当金繰入額の減少や経費節減効果を映じ一段と減少。
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